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「
や
わ
ら
か
で
か
た
く
持
ち
た
し
ひ
と
ご
こ
ろ
」

住吉神社境内 五世川柳「水谷緑亭句碑」と佃島散歩が開催されました
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佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

３
月
の
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

江
東
区
吉
田
様
、
大

田
区
木
本
様
、
稲
敷
市
津
野
様
、

勝
ど
き
坂
様
、
田
丸
様
、
晴
海
折

原
様
、
松
戸
奥
山
様
、
立
原
様

今
年
よ
り
一
部
地
域
で
、
偶
数

月
号
は
電
子
版
や
設
置
店
の
配
布

に
切
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
紙
面
の
購
読
を
ご
希
望
の

方
は
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ご
登

録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千
円

特

典

新
聞
を
郵
送
や
宅
配
な
ど
で

毎
月
お
届
け
、
つ
く
つ
き
イ
ベ
ン

ト
へ
優
先
ご
案
内
、
ス
マ
ホ
パ
ソ

コ
ン
無
料
相
談
な
ど
。
法
人
会
員

は
一
口
２
万
円
、
Ｐ
Ｒ
記
事
を
年

一
回
掲
載
。

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ツ
ク
ダ
ツ
キ

シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ
イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合10660-44970471

他
金
融

機
関
よ
り

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

9
9
0
0

店
番068

普
通4497047

年
会
費
便
利
な
「
ｓ
ｑ
ｕ

ａ
ｒ
ｅ
」
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
サ
ー
ビ
ス
振
込
手
数
料

は
当
方
持
ち
で
す
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳

（
中
央
）
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

一
言
寸
評
は
読
者
野

原
さ
ん
で
す
。
３
月

の
お
題
は
「
花
見
」
で
す
。

シ
ョ
ッ
ク
で
す

花
見
弁
当

玉
子
消
え

迷
子

ほ
ん
と
に
大
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
今

度
は
何
が
消
え
る
や
ら
。

花
見
よ
り

ま
ず
は
列
な
す

長
命
寺

六
合

長
蛇
の
列
に
並
ん
で
い
ら
れ
る
足

腰
の
強
さ
を
自
慢
で
き
ま
す
ね
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
は
毎
月

１
回
月
初
め
の
土
曜
日
に
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
編
集
部
ま
で
。

つ
く
つ
き
新
聞
設
置
店
が
次
々
と

増
え
て
い
ま
す

２
月
号
か
ら
偶
数
月
号
は
一
部

の
地
域
で
ご
希
望
の
方
に
お
届
け

で
き
る
方
式
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

奇
数
月
号
は
今
ま
で
通
り
宅
配

し
て
ま
い
り
ま
す
。
電
子
版
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
、
紙
面
版
を
ご
希
望

の
方
は
設
置
店
で
の
無
料
配
布
、

郵
送
の
「
年
会
費
２
千
円
個
人
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の
設
置
店
は
？西

仲
通
り
相

田
書
店
さ
ん
で

は
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
あ
り
。
佃
煮
天
安
さ
ん
で

は
、
観
光
客
の
方
も
手

に
取
っ
て
い
ま
す
。。
他

の
設
置
店
は
QR
コ
ー
ド
。

４

最
初
は
読
者
で
川
柳
愛
好
家
の
吉

田
さ
ん
か
ら
の
提
案
企
画
で
し
た
。

佃
島
住
吉
神
社
に
「
五
世
川
柳

水
谷
緑
亭
句
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

「
や
わ
ら
か
で
か
た
く
持
ち
た
し

ひ
と
ご
こ
ろ
」
。
佃
島
の
漁
師
に
育

て
ら
れ
、
そ
の
後
名
主
も
つ
と
め
て
、

五
世
川
柳
を
襲
名
。
私
が
通
っ
て
い

る
川
柳
教
室
の
先
生
「
十
六
代
目
櫻

木
庵
尾
藤
川
柳
」
氏
に
お
願
い
し
て
、

佃
島
を
散
歩
し
て
川
柳
を
勉
強
す
る

会
を
企
画
し
ま
せ
ん
か
？

２
月
19
日
に
40
名
の
参
加
で
開
催

尾
藤
川
柳
先
生
に
講
演
を
快
諾
い

た
だ
き
、
早
速
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
読
者
の
方
が
参

加
い
た
だ
き
、
定
員
を
大
幅
に
超
え

て
午
前
と
午
後
の
部
を
開
催
す
る
程

で
し
た
。
特
に
佃
３
丁
目
町
会
の
皆

さ
ん
に
も
共
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
柳
の
歴
史
か
ら
江
戸
と
佃
島
の

歴
史
が
学
べ
ま
し
た
。
参
加
し
た
郷

土
史
研
究
の
方
や
中
央
区
文
化
財
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
、
私
も
初
め
て
聞
く

話
も
あ
り
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
講

演
を
よ
り
地
域
の
方
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
尾
藤
川
柳
先
生
の
ご
好
意
で

講
演
の
内
容
を
今
月
号
の
特
集
で
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
六
代
目
櫻
木
庵
尾
藤
川
柳

先
生

先
生
は
１
９
６
０

年
東
京
生
ま
れ
。
襲

名
２
０
１
７
年
（
平

成
29
年
）
。
川
柳
発

祥
以
来
２
６
０
年
、

人
々
の
中
に
生
き
た

文
芸
と
し
て
の
川
柳
発
信
を
行
い
な
が

ら
、
川
柳
文
化
の
継
承
活
動
を
推
進
。

祖
父
・
父
と
も
に
川
柳
家
で
川
柳
の
歴

史
的
資
料
を
収
集
保
存
、
講
演
、
講
座
、

教
室
、
著
書
、
公
募
川
柳
選
者
、
フ
ォ

ト
川
柳
展
等
で
川
柳
の
文
化
を
発
信
し

て
い
る
。
女
子
美
術
大
学
特
別
招
聘
教

授
、
早
稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
講
師
、
「
川
柳
は

い
ふ
う
」
主
宰
。

今
回
は
そ
の
貴
重

な
川
柳
の
歴
史
資
料
の
研
究
ノ
ー
ト
か

ら
「
五
世
水
谷
緑
亭
」
を
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
名
「
水
谷
金
蔵
」
天
明
７
年
に
南
茅

場
町
生
れ
、
佃
島
東
町
に
住
む

五
代
目
川
柳
こ
と
水
谷
金
蔵
は
、
明

治
期
の
教
科
書
で
「
立
志
伝
」
中
の
人

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
有
名
人
で
し
た
。

金
蔵
は
、
日
本
橋
の
貧
乏
な
魚
屋
に

生
ま
れ
、
９
歳
で
父
親
と
死
に
別
れ
遠

戚
の
佃
島
漁
師
・
水
谷
太
平
次
に
養
わ

れ
ま
し
た
。
向
学
心
が

あ
り
住
吉
神
社
宮
司
に

就
い
て
諸
事
を
学
び
、

家
業
に
励
み
な
が
ら
努

力
を
重
ね
、
や
が
て
財

を
成
し
“
香
の
図
の
焼

印
”
を
印
と
す
る
御
用

魚
商
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
４
年(

１
８
０

７)

７
月
、
22
歳
の
時
、

養
父
母
へ
の
孝
行
に
よ

り
幕
府
か
ら
白
銀
10
枚
の
褒
賞
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
孝
養
で
二
度
目
の

褒
賞
を
授
か
り
ま
す
。
天
保
13
年(

１

８
４
２)

黒
船
や
飢
饉
な
ど
内
憂
外
患

に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
56
歳
の
時
に
、
島
民

教
化
の
功
で
白
銀
３
枚
を
下
賜
さ
れ
ま

し
た
。
時
の
老
中
の
指
図
の
褒
美
で
し

た
が
、
こ
の
時
「
身
に
あ
ま
る

風
に

ひ
れ
ふ
す

川
柳
」
と
川
柳
で
応
え
た

と
い
い
ま
す
。

金
蔵
と
川
柳
の
出
会
い

北
斎
と
も
！

こ
ん
な
金
蔵
が
、
川
柳
と
出
逢
っ
た

の
は
、
文
化
10
年(

１
８
１
３)

、
27
歳

の
時
で
す
。
「
佃
リ
」
（
た
づ
く
り)

と
い
う
号
は
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の

「
田
作
り
」
を
音
写
し
、
裏
に
佃
島
を

反
映
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

珍
し
い
こ
と
に
、
川
柳
を
始
め
た

「
そ
の
年
」
か
ら
、
評
者(

選
者)

を
も

担
う
ほ
ど
の
力
量
で
し
た
。
句
会
で
は
、

先
輩
と
し
て
、
葛
飾
北
斎(

柳
号
・
万
仁
、

卍
ほ
か)

や
四
代
目
川
柳
と
な
る
人
見
周

助(

柳
号
・
眠
亭
賤
丸)

、
後
輩
と
し
て

は
、
柳
亭
種
彦(

柳
号
・
木
卯)

な
ど
と

出
会
い
、
交
友
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

四
世
川
柳
か
ら
「
佃
リ
」
五
世
川
柳
へ

文
政
７
年
、
い
よ
い
よ
時
代
は
、
四

世
川
柳
の
「
川
柳
中
興
」
と
い
う
華
や

か
な
川
柳
界
に
突
入
し
ま
す
。
四
世
は
、

八
丁
堀
同
心
と
い
う
職
業
柄
も
あ
り
、

広
く
江
戸
の
名
士
、
文
化
人
と
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
前
の
文
政
４
年

に
現
れ
た
木
卯
こ
と
柳
亭
種
彦
も
有
力

者
で
、
佃
リ
と
と
も
に
四
世
時
代
の
副

評
格(

宗
家
川
柳
の
立
評
に
対
し
そ
れ
に

次
ぐ
選
者
の
立
場)

と
し
て
活
躍
、
こ
の

三
人
は
極
め
て
仲
の
良
い
柳
人
仲
間
と

し
て
影
響
し
合
い
ま
す
。

世
が
安
定
し
華
や
か
だ
っ
た
文
化
文

政
期
か
ら
天
保
と
年
号
が
変
わ
る
と
、

い
よ
い
よ
世
の
中
が
音
を
立
て
て
動
き

始
め
ま
す
。
内
外
共
に
動
乱
の
時
期
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
期
に
公

職
に
あ
っ
た
四
世
川
柳
は
、
奉
行
か
ら

川
柳
の
宗
匠
を
取
る
か
同
心
の
株
を
取

る
か
を
迫
ら
れ
、
結
局
川
柳
を
隠
退
、

同
心
と
し
て
の
職
務
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

天
保
８
年
10
月
の
こ
と
で
し
た
。
翌

11
月
、
四
世
か
ら
川
柳
号
と
宗
家
家
什

を
譲
ら
れ
て
五
世
川
柳
を
嗣
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
「
佃
リ
」

そ
の
人
で
し
た
。
社
会
的
人
望
が
あ
り
、

ま
た
、
副
評
格
と
し
て
俳
風
狂
句
界
に

存
在
の
大
き
か
っ
た
佃
リ
が
嗣
ぐ
こ
と

は
、
自
他
と
も
に
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。

宗
匠
と
し
て
の
別
号
を
「
緑
亭
」
と

名
乗
り
ま
し
た
。
後
に
「
風
叟
」
と
も

い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
緑
亭
は
、
や

が
て
川
柳
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
後
、
天
保
の
改
革
に

合
わ
せ
て
「
句
案
十
体
」
「
柳
風
式
法
」

を
作
り
川
柳
界
を
統
率
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
川
柳
の
在
り
方
を
示
し
、
幕
府
の

意
向
に
合
わ
せ
て
、
川
柳
と
言
う
存
在

を
取
り
潰
し
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
し
た

物
で
し
た
。

こ
の
水
谷
金
蔵
、
五

世
川
柳
水
谷
緑
亭
の
話

は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

５
月
号
以
降
に
川
柳
コ

ラ
ム
と
し
て
継
続
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

調
剤
薬
局

フ
レ
ン
ド
通
信

薬
剤
師
本
橋
さ
ん
の
コ

ラ
ム月

島
一
丁
目
の
フ
レ
ン

ド
薬
局
に
は
つ
く
つ
き
新

聞
や
地
域
雑
誌
「
佃
・
月
島
」
が
設

置
し
て
あ
り
、
地
域
の
方
と
の
繋
が

り
が
強
い
調
剤
薬
局
で
す
。

本
橋
さ
ん
は
「
フ
レ
ン
ド
薬
局
通

信
」
と
い
う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
紙
面
に
は
情
報
量

が
多
く
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
つ
く
つ

き
Ｈ
Ｐ
に
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
。
詳
し
い
興
味
深
い
健
康
情
報
が

ご
覧
頂
け
ま
す
。
右
上
の
QR
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
月
は
「
内

蔵
脂
肪
を
減
ら
す
」
「
帯
状
疱
疹
」

「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
」

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
処
方
箋

受
付

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
で

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
ケ
ア
（
株
）

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
２
施

設
運
営
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
は

小
名
木
川
が
流
れ
、
江
戸
時
代
の

紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
屋
敷
跡
と

い
わ
れ
て
い

る
清
澄
庭
園

も
徒
歩
圏
内

で
す
。

有
料
老
人

ホ
ー
ム
ロ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ

ン
で
は
ご
入

居
者
様
向
け

に
い
き
い
き

体
操
教
室
が
あ
り
ま
す
。

“
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
”
楽
し
く

生
活
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

講
師
を
お
招
き
し
、
ヨ
ガ
の
手
法

を
取
り
入
れ
、
椅
子
に
座
ら
れ
、
無

理
な
く
身
体
を
動
か
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
し
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で
終
了
致

し
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
で
の
生
活
は

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
尊
重
し
個
性
を

活
か
せ
る
環
境
が
と
て
も
大
事
と
い

え
ま
す
。

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
入
居

相
談
室
０
１
２
０-

８
８

２-

２
３
６

江
東
区
平

野
１
の
２
の
２
０

つ
く
つ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
式
ラ
イ
ン

運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
紙
面
と
同
時
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
発
信
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
編
集
長
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
編
集
が
主
と
な
り
ま
す
。

経
験
が
な
い
方
で
も
編
集
長
の

指
導
付
き
で
安
心
で
す
。
勉
強

に
な
り
ま
す
よ
！
編
集
部
ま
で
。

今
年
は
つ
い
に
待
望
の
開
催
へ

３
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
住
吉

神
社
の
例
大
祭
で
す
が
、
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
こ

の
間
に
地
域
に
転
居
な
さ
っ
た

方
も
多
く
、
初
め
て
祭
り
を
見

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

つ
く
つ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

前
回
平
成
30
年
の
例
大
祭
を
中

心
に
「
お
祭
り
を
楽

し
む
基
礎
知
識
講
座
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
に
し
っ
か

り
勉
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
㈱

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
と

は
？
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
？

友
人
に
「
仕
事
は
？
」
と
聞
か

れ
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
」
と
答
え
る
と
、
大
抵
、
わ
か
っ

た
よ
う
な
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

微
妙
な
表
情
を
さ
れ
ま
す
。
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
し
に
く
い
の

で
し
ょ
う
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
と

は
、
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
に

必
要
な
情
報
を
集
め
分
析
す
る
こ

と
。
言
葉
に
す
る
と
簡
単
で
す
が
、

佃
島
元
気
落
語
会

佃
三
丁
目
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ

ア
で
は
、
地
域
活
動
と
し
て

「
元
氣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
久
し
ぶ
り
の
落
語
会
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日

４
月
22
日
土
曜
日

午
前
の
部
10
時
半
～
12
時
半

午
後
の
部
14
時
～
16
時

場
所

勝
ど
き
四
丁
目
12-

９

東
陽
院
ホ
ー
ル

出
演

金
原
亭
小
駒
（
落
語
）

山
遊
亭
く
ま
八
（
落
語
）

林
家
八
楽
（
紙
切
り
）

入
場
料

一
般
千
五
百
円

グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
会
員
・
東
陽

院
檀
家
五
百
円

定
員
各
回
と

も
30
名

主
催

佃
三
丁
目
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

共
催

佃
月
島
新
聞

会
場
は
江
戸
時
代

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

の
作
者
十
返
舎
一
九
の

墓
所
、
東
陽
院
で
開
催

新
規
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

す
べ
て
の
人
に
移
動
の
自
由
を
！

Ｐ
Ｓ‐

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
株

式
会
社
（
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）

車
椅
子
が
必
要
と
な
っ
た
時

に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
車
椅
子
の
販
売
を

27
年
継
続
し
て
い
る
「
Ｐ
Ｓ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
代
表
川
畑
よ
し
と
も
」

が
お
答
え
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
車
椅
子
は
一
時
的

な
移
動
の
道
具
と
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
車
椅
子

の
乗
車
時
間
は
と
て

も
長
い
の
で
す
。
病

院
へ
の
行
き
帰
り
で

も
簡
単
に
半
日
経
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
日

常
生
活
の
多
く
を
車

椅
子
に
座
っ
て
過
ご

す
方
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
し
か
し
、
通

住
吉
神
社
・
佃
堀
の

野
鳥
た
ち
63

「
ツ
バ
メ
」

「
夏
鳥
」
と
い
う
の
は
、

日
本
に
き
て
繁
殖
し
、
秋
に

南
へ
も
ど
っ
て
い
く
渡
り
鳥

の
こ
と
。
そ
の
代
表
が
、
ツ

バ
メ
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近

は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
フ
ン
害
を
嫌
っ
て
、
住

民
が
巣
を
壊
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
だ
そ
う
で
す
。

幸
福
を
運
ぶ
鳥
と
い
わ
れ
て
い

る
ツ
バ
メ
。
上
手
に
汚
れ
対
策

を
施
し
て
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

２
月
26
日
開
催
野
鳥
観
察
会

で
見
ら
れ
た
野
鳥
た
ち

カ
ル

ガ
モ
、
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
、
オ
ナ
ガ

ガ
モ
、
マ
ガ
モ
、
オ
オ
バ
ン
、

カ
ワ
ウ
、
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
、
ウ

ミ
ネ
コ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、
イ

ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、

イ
ソ
シ
ギ
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ

ス
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド
リ
、

ス
ズ
メ
、
メ
ジ
ロ
で
し
た
。

野
鳥
観
察
愛
好
家
、
佃
二
丁
目

藤
田
さ
ん
の
コ
ラ
ム
執
筆
で
す
。

野
鳥
図
鑑
プ
レ

ゼ
ン
ト
「
夏
・

冬
」
ご
希
望
者

に
お
届
け
。

常
の
車
椅
子
の
座
面
は
単
な
る
布

で
す
。
健
常
者
の
生
活
で
単
な
る

布
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
方
は
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

ハ
ン
モ
ッ
ク
に
ず
っ
と
座
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
体
へ
の
負

荷
も
と
て
も
大
き
い
の
で
す
。
だ

か
ら
、
車
椅
子
に
乗
る
場
合
は
良

い
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
欲

し
い
の
で
す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
乗
り
心
地
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

川
畑
よ
し
と
も
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

墨
田
区
両
国
３-

９-

６
原
西
ビ
ル
１
階

０
３-

６
６
５
９-

９

６
６
６

info@
p
s-

p
ro
d
u
c
ts.c
o
.jp

詳
細
は

当
社
Ｈ
Ｐ

で
。

女
性
薄
毛
の
原
因
は
頭
皮
に
詰

ま
る
ア
レ
で
し
た

新
富
町

美
容
室to

suit

吉
田
昌
広

「
頭
頂
部
が
薄
く
な
っ
て
き

て
貧
相
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
不

安
で
す
。
何
か
解
決
策
は
あ
り

ま
す
か
？
」
お
客
様
か
ら
の
質

問
で
１
番
多
い
内
容
で
す
。
何

故
、
頭
頂
部
ば
か
り
が
薄
く
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

答
え
は
「
皮
脂
が
酸
化
し
、

シ
ャ
ン
プ
ー
だ
け
で
は
落
と

好
美
の
幕
末
中
央
区


東
京
青
年
会
議
所
（
JC
）
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
・
祖
父
江
好
美
さ
ん

千
円
札
の
伊
藤
博
文

前
回
か
ら
続
い
て
い
ま
す
伊
藤

博
文
さ
ん
。
伊
藤
博
文
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
中
央
区
に
あ
る
お
店
と

の
つ
な
が
り
で
す
。
ま
ず
初
め
は
、

銀
座
７
丁
目
清
月
堂

本
店
ビ
ル
に
あ
る
清

月
堂
本
店
。
当
時
は

生
菓
子
や
羊
羹
が
有

名
だ
っ
た
よ
う
で
す
、
伊
藤
博
文

は
よ
く
足
を
運
ん
だ
と
の
こ
と
で

す
が
甘
い
も
の
好
き
？

八
重
洲

一
丁
目
嶋
村
ビ
ル
に
あ
る
割
烹

嶋
村
は
ど
う
や
ら
常
連
だ
っ
た
と

か
。
そ
し
て
芳
町
の
芸
者
置
屋

「
濱
田
家
」
（
現
在
は
日
本
橋
人

形
町
）
濱
田
家
の
芸
者
、
川
上
貞

奴
は
日
舞
に
秀
で
て
才
色
兼
備
、

時
の
総
理
伊
藤
博
文
に
ひ
い
き
に

さ
れ
た
日
本
一
の
芸
者
だ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
皆
で
熱
い
話
を
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
央
区
は
幕
末
志
士
が
明
治
に

楽
し
ん
だ
場
所
が
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
小
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
へ

建
物
の
施
設
周
り
の
清
掃
、

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
改
装
・

内
装
工
事
な
ど
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
佃
・
月
島
・

勝
ど
き
で
も
実
績
あ
り
。

個
人
宅
で
の
住
ま
い
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
承
っ
て
い
ま
す
。

室
内
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
床
カ
ー

ペ
ッ
ト
・
エ
ア
コ
ン
内
部
の

洗
浄
、
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
・

ぶ
ら
り
親
子
公
園
散
歩
⑪

「
シ
バ
ウ
ラ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

読
者
記
者
金
田
さ
ん

本
紙
や
月
島
長
屋
学
校
で
お
馴
染

み
の
志
村
教
授
の
本
拠
地
で
あ
る
芝

浦
工
大
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

近
隣
住
民
に
開
か
れ
た
公
園
で
す
。

ら
ら
ぽ
ー
と
か
ら
子
ど
も
と
歩
い
て

も
５
分
く
ら
い
で
着
き
ま
す
。

入
口
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な

ら
ぬ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
文
字
が

あ
り
、
賢
そ
う
な
海
外

か
ら
の
理
系
留
学
生
も

ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
研
究
機
関
で
あ

る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら

れ
、
子
ど
も
と
立
ち
入
っ

て
い
い
の
か
と
い
っ
た

気
に
な
り
ま
す
が
、
本

部
棟
ま
で
歩
い
て
み
る

と
カ
フ
ェ(

セ
ガ
フ
レ
ー

街
角
植
物
観
察
日
記
66

佃
二
丁
目

菅
野
さ
ん

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

４
月
に
開
花
す
る
花
木

に
、
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
と
カ

ラ
タ
ネ
オ
ガ
タ
マ
と
言
う

似
た
よ
う
な
名
前
の
木
、

モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属

常
緑
木
で
、
カ
ラ
タ
ネ
オ

ガ
タ
マ
は
５
ｍ
程
、
オ
ガ
タ
マ
ノ

キ
は
15
ｍ
位
に
成
長
し
ま
す
。
ど

ち
ら
も
モ
ク
レ
ン
の
様
な
厚
い
花

弁
を
持
つ
花
で
、
大
き
さ
は
３
cm

程
の
小
さ
な
花
で
、
カ
ラ
タ
ネ
オ

ガ
タ
マ
は
バ
ナ
ナ
の
様
な
甘
く
爽

や
か
な
香
り
を
放
ち
ま
す
。
オ
ガ

タ
マ
ノ
キ
は
あ
ま
り
香
り
ま
せ
ん
。

カ
ラ
タ
ネ
は
葉
の
大
き
さ
が
長

さ
５
〜
８
cm×

幅
２
〜
３
cm
葉
柄

ど
ん
な
情
報
が
必
要
か
、
ど

う
や
っ
て
情
報
を
集
め
る
か
、

情
報
を
ど
う
分
析
す
る
か
、

こ
こ
が
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し

て
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。
。

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー

ビ
ス
㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
正
社
員
）
募
集
中
で
す
。

未
経
験
者
歓
迎

just-rese
arch

.co.jp

中
央

区
新
川
２
の
20
の
７T

O
K
O
H

ビ
ル
６
Ｆ

０

３-

３
５
５
３-

３
７
３
７

生
活
情
報
を
企
業
Ｐ
Ｒ
と
し

て
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
お
問

合
せ
は
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

せ
な
い
硬
い
皮
脂
が
詰
ま
る
」

か
ら
で
す
。
皮
脂
そ
の
も
の

が
問
題
で
は
な
く
、
皮
脂
が

酸
化
し
て
毛
穴
に
詰
ま
る
事

が
問
題
な
の
で
す
。

こ
の

厄
介
な
酸
化
し
た
皮
脂
の
詰

ま
り
が
、
毛
穴
の
中
に
酸
素

が
供
給
（
皮
膚
呼
吸
）
さ
れ

ず
な
か
な
か
髪
が
育
た
な
い

結
果
、
薄
毛
に
繋
が
る
の
で

す
。育

毛
剤
を
毎
日
欠
か
さ
ず

行
う
事
も
大
切
で
す
が
、
そ

れ
以
前
に
酸
化
し
た
皮
脂
を

ケ
ア
し
頭
皮
環
境
を
整
え
な

い
と
育
毛
剤
の
効
果
は
発
揮

し
に
く
い
の
で
す
。

髪
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
習
慣

で
決
ま
り
ま
す
。
お
困
り
方

は
ご
相
談
下
さ
い
。

新
富
１
の
10
の
11
エ
タ
ー
ナ

ル
新
富
２
Ｆto

suit

０
３-

６
２
６
２-

８
７
６
２

換
気
扇
キ
ッ
チ
ン
・
排
水
管
・

窓
ガ
ラ
ス
・
照
明
器
具
・
外
壁

の
清
掃
、
植
栽
、
除
草
作
業
、

網
戸
張
替
な
ど

ち
ょ
っ
と
自
分
で
は
手
に
負

え
な
い
、
男
手
が
足
ら
な
い
と

き
な
ど
お
気
軽
に
お
見
積
り
を

ご
用
命
、
相
談
く
だ
さ
い
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
管
理

中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町

０
３-

３
６
６
５-

０
９
４
９

ド)

と
レ
ス
ト
ラ
ン(

銀
座
シ
シ
リ

ア)

が
あ
り
、
店
内
に
は
近
隣
の

子
育
て
世
代
の
方
々
の
影
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
研
究
棟
に
向
か
っ
て

闊
歩
し
て
い
き
、
有
元
史
郎
記
念

館
を
わ
き
目
に
階
段
を
上
が
っ
た

先
に
「
シ
バ
ウ
ラ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

が
あ
り
ま
す
。
人
工

芝
の
上
に
赤
青
黄
色

の
「
サ
ン
ゴ
」
、

「
ソ
フ
ト
ド
ー
ム
」
、

「
オ
モ
チ
」
、
木
製

の
ベ
ン
チ
が
あ
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
利
用

可
能
時
間
は
10-

17

時
。
保
護
者
付
き
添

い
必
須
だ
そ
う
で
す
。

親
子
で
楽
し
む
つ
く
つ
き
グ

ル
メ

佃
２
丁
目

「
南
イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
」

読
者
記
者
ヤ
マ

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
へ
桜
を

見
に
行
く
？
そ
れ
な
ら
、
南

イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
海
に
面
し
、

米
を
主
食
と
す
る
南
イ
ン
ド

料
理
は
、
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
訴
え
て
く
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
イ

ン
ド
各
地
の
料
理
を
取
り
揃

え
て
お
り
、
何
度
行
っ
て
も

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

ス
パ
イ
ス
を
用
い
た
炊
き
込

み
ご
飯
「
ビ
リ
ヤ
ニ
」
は
、

「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
ビ
リ

ヤ
ニ
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
！
」

と
い
う
複
数
の
証
言
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ

や
タ
マ
リ
ン
ド
を
用
い
た
南

イ
ン
ド
の
カ
レ
ー
は
、
爽
や

か
な
ス
パ
イ
ス
の
旨
味
を
感

じ
ま
す
。
辛
い
の
が
苦
手
な

我
が
子
も
お
子
様
セ
ッ
ト
の

「
バ
タ
ー
チ
キ
ン
」
に
目
が

あ
り
ま
せ
ん
。

お
酒
の
種
類
が
多
い
の
も

嬉
し
く
、
イ
ン
ド
ビ
ー
ル

「
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
」

は
勿
論
、
世
界
が
認
め
る

イ
ン
ド
ワ
イ
ン
の
代
表
「
ス

ラ
」
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

南
イ
ン
ド
料
理
を
召
し
上

が
っ
た
こ
と
が
が
な
い
方
は
、

４
月
の
新
た
な
出
会
い
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

南
イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
月
島

店

中
央
区
佃
２-

２-

７
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
21
２
Ｆ

11:

時
〜
15
時

17
時
〜
22
時

日
曜
営
業

無
休

以
前
和
食
屋
だ
っ
た
場
所
。

私
も
先
日
、
コ
ー
シ
ャ
タ
ワ
ー

の
方
た
ち
、
大
人
７
人
で
行

き
ま
し
た
。
お
勧
め
で
す
！

佃
三
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

新
し
い
供
養
の
か
た
ち

手
元
供
養
が
増
え
て
い
ま
す

古
田
店
長
に
聞
き
ま
し
た
。

三
男
坊
の
私
は
実
家
の
お

墓
に
は
入
れ
な
い
し
！
実
家

の
お
墓
が
遠
方
地

で
お
墓
参
り
も
ま

ま
に
な
ら
な
い
。

無
宗
教
で
す
が
故

人
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
い
。
夫
婦
二
人
で
子

ど
も
も
い
な
い
。
こ
ん
な
ご

相
談
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
事
前
に
考
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
ね
。

お
骨
を
入
れ
て
身
に
着
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
遺
骨
ペ

司
法
書
士
の
相
続
コ
ラ
ム
⑪

会
社
を
経

営
し
て
い
る

方
が
亡
く
な

る
と
、
そ
の

会
社
の
「
株
式
」
が
相
続
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
や
預

貯
金
は
財
産
と
し
て
引
き
継
ぎ
、

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か

を
ゆ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
会
社
の
経
営
は
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
。
従
業
員
や

取
引
先
が
い
る
場
合
に
は
、
早

急
に
「
経
営
を
継
続
」
「
廃
業
」

「
Ｍ
＆
Ａ
」
の
い
ず
れ
か
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

後
継
者
が
い
な
い
場
合
、
家

族
が
急
に
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ

と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
Ｍ
＆

Ａ
を
し
て
会
社
を
売
っ
た
り
、

同
業
他
社
に
引
き
継
い
で
も
ら

う
こ
と
が
最
も
多
い
手
段
で
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
税
理
士

や
司
法
書
士
な
ど
の
士
業
、
取

引
の
あ
る
銀
行
、
Ｍ
＆
Ａ
仲
介

な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
司
法
書
士

甲
斐
麻
莉
子
０
７
０-

１
５
２
３-

０
６
１
２

ン
ダ
ン
ト
や
指
輪
」
、

分
骨
し
て
手
元
に
置
く

こ
と
が
で
き
る
「
ミ
ニ

骨
壷
」
、
自
分
だ
け
の

供
養
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ

く
る
「
ミ
ニ
仏
壇
」
な

ど
の
手
元
供
養
は
新
し

い
供
養
の
か
た
ち
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
手
元
供

養
の
ご
相
談
も
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

(

よ
う
へ
い)

は
0.2
cm
で

濃
い
黄
金
色
の
毛
が

密
生
し
、
若
い
枝
に

も
褐
色
の
毛
が
密
生

し
ま
す
。
葉
縁
は
全

縁
で
わ
ず
か
に
波
打

ち
ま
す
。
オ
ガ
タ
マ

ノ
キ
は
長
さ
５
〜
14

cm×
幅
２
〜
３
cm
と

細
長
く
、
葉
縁
は
全
縁
で
波
打

つ
事
は
な
い
よ
う
で
す
。
花
は

ど
ち
ら
も
黄
白
色
が
主
で
、
紫

系
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
枝
に

褐
色
の
毛
が
な
い
事
で
、
生
育

中
の
若
木
で
も
区
別
で
き
ま
す
。

佃
大
橋
南
詰
め
下
に
あ
る
緑

地
に
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ

ラ
タ
ネ
か
否
か
を
観
察
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
㈱

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
と

は
？
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
？

友
人
に
「
仕
事
は
？
」
と
聞
か

れ
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
」
と
答
え
る
と
、
大
抵
、
わ
か
っ

た
よ
う
な
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

微
妙
な
表
情
を
さ
れ
ま
す
。
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
し
に
く
い
の

で
し
ょ
う
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
と

は
、
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
に

必
要
な
情
報
を
集
め
分
析
す
る
こ

と
。
言
葉
に
す
る
と
簡
単
で
す
が
、

佃
島
元
気
落
語
会

佃
三
丁
目
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ

ア
で
は
、
地
域
活
動
と
し
て

「
元
氣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
久
し
ぶ
り
の
落
語
会
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日

４
月
22
日
土
曜
日

午
前
の
部
10
時
半
～
12
時
半

午
後
の
部
14
時
～
16
時

場
所

勝
ど
き
四
丁
目
12-

９

東
陽
院
ホ
ー
ル

出
演

金
原
亭
小
駒
（
落
語
）

山
遊
亭
く
ま
八
（
落
語
）

林
家
八
楽
（
紙
切
り
）

入
場
料

一
般
千
五
百
円

グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
会
員
・
東
陽

院
檀
家
五
百
円

定
員
各
回
と

も
30
名

主
催

佃
三
丁
目
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

共
催

佃
月
島
新
聞

会
場
は
江
戸
時
代

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

の
作
者
十
返
舎
一
九
の

墓
所
、
東
陽
院
で
開
催

新
規
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

す
べ
て
の
人
に
移
動
の
自
由
を
！

Ｐ
Ｓ‐

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
株

式
会
社
（
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）

車
椅
子
が
必
要
と
な
っ
た
時

に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
車
椅
子
の
販
売
を

27
年
継
続
し
て
い
る
「
Ｐ
Ｓ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
代
表
川
畑
よ
し
と
も
」

が
お
答
え
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
車
椅
子
は
一
時
的

な
移
動
の
道
具
と
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
車
椅
子

の
乗
車
時
間
は
と
て

も
長
い
の
で
す
。
病

院
へ
の
行
き
帰
り
で

も
簡
単
に
半
日
経
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
日

常
生
活
の
多
く
を
車

椅
子
に
座
っ
て
過
ご

す
方
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
し
か
し
、
通

住
吉
神
社
・
佃
堀
の

野
鳥
た
ち
63

「
ツ
バ
メ
」

「
夏
鳥
」
と
い
う
の
は
、

日
本
に
き
て
繁
殖
し
、
秋
に

南
へ
も
ど
っ
て
い
く
渡
り
鳥

の
こ
と
。
そ
の
代
表
が
、
ツ

バ
メ
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近

は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
フ
ン
害
を
嫌
っ
て
、
住

民
が
巣
を
壊
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
だ
そ
う
で
す
。

幸
福
を
運
ぶ
鳥
と
い
わ
れ
て
い

る
ツ
バ
メ
。
上
手
に
汚
れ
対
策

を
施
し
て
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

２
月
26
日
開
催
野
鳥
観
察
会

で
見
ら
れ
た
野
鳥
た
ち

カ
ル

ガ
モ
、
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
、
オ
ナ
ガ

ガ
モ
、
マ
ガ
モ
、
オ
オ
バ
ン
、

カ
ワ
ウ
、
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
、
ウ

ミ
ネ
コ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、
イ

ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、

イ
ソ
シ
ギ
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ

ス
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド
リ
、

ス
ズ
メ
、
メ
ジ
ロ
で
し
た
。

野
鳥
観
察
愛
好
家
、
佃
二
丁
目

藤
田
さ
ん
の
コ
ラ
ム
執
筆
で
す
。

野
鳥
図
鑑
プ
レ

ゼ
ン
ト
「
夏
・

冬
」
ご
希
望
者

に
お
届
け
。

常
の
車
椅
子
の
座
面
は
単
な
る
布

で
す
。
健
常
者
の
生
活
で
単
な
る

布
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
方
は
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

ハ
ン
モ
ッ
ク
に
ず
っ
と
座
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
体
へ
の
負

荷
も
と
て
も
大
き
い
の
で
す
。
だ

か
ら
、
車
椅
子
に
乗
る
場
合
は
良

い
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
欲

し
い
の
で
す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
乗
り
心
地
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

川
畑
よ
し
と
も
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

墨
田
区
両
国
３-

９-

６
原
西
ビ
ル
１
階

０
３-

６
６
５
９-

９

６
６
６

info@
p
s-

p
ro
d
u
c
ts.c
o
.jp

詳
細
は

当
社
Ｈ
Ｐ

で
。

女
性
薄
毛
の
原
因
は
頭
皮
に
詰

ま
る
ア
レ
で
し
た

新
富
町

美
容
室to

suit

吉
田
昌
広

「
頭
頂
部
が
薄
く
な
っ
て
き

て
貧
相
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
不

安
で
す
。
何
か
解
決
策
は
あ
り

ま
す
か
？
」
お
客
様
か
ら
の
質

問
で
１
番
多
い
内
容
で
す
。
何

故
、
頭
頂
部
ば
か
り
が
薄
く
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

答
え
は
「
皮
脂
が
酸
化
し
、

シ
ャ
ン
プ
ー
だ
け
で
は
落
と

好
美
の
幕
末
中
央
区


東
京
青
年
会
議
所
（
JC
）
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
・
祖
父
江
好
美
さ
ん

千
円
札
の
伊
藤
博
文

前
回
か
ら
続
い
て
い
ま
す
伊
藤

博
文
さ
ん
。
伊
藤
博
文
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
中
央
区
に
あ
る
お
店
と

の
つ
な
が
り
で
す
。
ま
ず
初
め
は
、

銀
座
７
丁
目
清
月
堂

本
店
ビ
ル
に
あ
る
清

月
堂
本
店
。
当
時
は

生
菓
子
や
羊
羹
が
有

名
だ
っ
た
よ
う
で
す
、
伊
藤
博
文

は
よ
く
足
を
運
ん
だ
と
の
こ
と
で

す
が
甘
い
も
の
好
き
？

八
重
洲

一
丁
目
嶋
村
ビ
ル
に
あ
る
割
烹

嶋
村
は
ど
う
や
ら
常
連
だ
っ
た
と

か
。
そ
し
て
芳
町
の
芸
者
置
屋

「
濱
田
家
」
（
現
在
は
日
本
橋
人

形
町
）
濱
田
家
の
芸
者
、
川
上
貞

奴
は
日
舞
に
秀
で
て
才
色
兼
備
、

時
の
総
理
伊
藤
博
文
に
ひ
い
き
に

さ
れ
た
日
本
一
の
芸
者
だ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
皆
で
熱
い
話
を
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
央
区
は
幕
末
志
士
が
明
治
に

楽
し
ん
だ
場
所
が
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
小
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
へ

建
物
の
施
設
周
り
の
清
掃
、

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
改
装
・

内
装
工
事
な
ど
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
佃
・
月
島
・

勝
ど
き
で
も
実
績
あ
り
。

個
人
宅
で
の
住
ま
い
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
承
っ
て
い
ま
す
。

室
内
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
床
カ
ー

ペ
ッ
ト
・
エ
ア
コ
ン
内
部
の

洗
浄
、
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
・

ぶ
ら
り
親
子
公
園
散
歩
⑪

「
シ
バ
ウ
ラ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

読
者
記
者
金
田
さ
ん

本
紙
や
月
島
長
屋
学
校
で
お
馴
染

み
の
志
村
教
授
の
本
拠
地
で
あ
る
芝

浦
工
大
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

近
隣
住
民
に
開
か
れ
た
公
園
で
す
。

ら
ら
ぽ
ー
と
か
ら
子
ど
も
と
歩
い
て

も
５
分
く
ら
い
で
着
き
ま
す
。

入
口
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な

ら
ぬ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
文
字
が

あ
り
、
賢
そ
う
な
海
外

か
ら
の
理
系
留
学
生
も

ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
研
究
機
関
で
あ

る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら

れ
、
子
ど
も
と
立
ち
入
っ

て
い
い
の
か
と
い
っ
た

気
に
な
り
ま
す
が
、
本

部
棟
ま
で
歩
い
て
み
る

と
カ
フ
ェ(

セ
ガ
フ
レ
ー

街
角
植
物
観
察
日
記
66

佃
二
丁
目

菅
野
さ
ん

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

４
月
に
開
花
す
る
花
木

に
、
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
と
カ

ラ
タ
ネ
オ
ガ
タ
マ
と
言
う

似
た
よ
う
な
名
前
の
木
、

モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属

常
緑
木
で
、
カ
ラ
タ
ネ
オ

ガ
タ
マ
は
５
ｍ
程
、
オ
ガ
タ
マ
ノ

キ
は
15
ｍ
位
に
成
長
し
ま
す
。
ど

ち
ら
も
モ
ク
レ
ン
の
様
な
厚
い
花

弁
を
持
つ
花
で
、
大
き
さ
は
３
cm

程
の
小
さ
な
花
で
、
カ
ラ
タ
ネ
オ

ガ
タ
マ
は
バ
ナ
ナ
の
様
な
甘
く
爽

や
か
な
香
り
を
放
ち
ま
す
。
オ
ガ

タ
マ
ノ
キ
は
あ
ま
り
香
り
ま
せ
ん
。

カ
ラ
タ
ネ
は
葉
の
大
き
さ
が
長

さ
５
〜
８
cm×

幅
２
〜
３
cm
葉
柄

ど
ん
な
情
報
が
必
要
か
、
ど

う
や
っ
て
情
報
を
集
め
る
か
、

情
報
を
ど
う
分
析
す
る
か
、

こ
こ
が
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し

て
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。
。

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー

ビ
ス
㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
正
社
員
）
募
集
中
で
す
。

未
経
験
者
歓
迎

just-rese
arch

.co.jp

中
央

区
新
川
２
の
20
の
７T

O
K
O
H

ビ
ル
６
Ｆ

０

３-

３
５
５
３-

３
７
３
７

生
活
情
報
を
企
業
Ｐ
Ｒ
と
し

て
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
お
問

合
せ
は
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

せ
な
い
硬
い
皮
脂
が
詰
ま
る
」

か
ら
で
す
。
皮
脂
そ
の
も
の

が
問
題
で
は
な
く
、
皮
脂
が

酸
化
し
て
毛
穴
に
詰
ま
る
事

が
問
題
な
の
で
す
。

こ
の

厄
介
な
酸
化
し
た
皮
脂
の
詰

ま
り
が
、
毛
穴
の
中
に
酸
素

が
供
給
（
皮
膚
呼
吸
）
さ
れ

ず
な
か
な
か
髪
が
育
た
な
い

結
果
、
薄
毛
に
繋
が
る
の
で

す
。育

毛
剤
を
毎
日
欠
か
さ
ず

行
う
事
も
大
切
で
す
が
、
そ

れ
以
前
に
酸
化
し
た
皮
脂
を

ケ
ア
し
頭
皮
環
境
を
整
え
な

い
と
育
毛
剤
の
効
果
は
発
揮

し
に
く
い
の
で
す
。

髪
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
習
慣

で
決
ま
り
ま
す
。
お
困
り
方

は
ご
相
談
下
さ
い
。

新
富
１
の
10
の
11
エ
タ
ー
ナ

ル
新
富
２
Ｆto

suit

０
３-

６
２
６
２-

８
７
６
２

換
気
扇
キ
ッ
チ
ン
・
排
水
管
・

窓
ガ
ラ
ス
・
照
明
器
具
・
外
壁

の
清
掃
、
植
栽
、
除
草
作
業
、

網
戸
張
替
な
ど

ち
ょ
っ
と
自
分
で
は
手
に
負

え
な
い
、
男
手
が
足
ら
な
い
と

き
な
ど
お
気
軽
に
お
見
積
り
を

ご
用
命
、
相
談
く
だ
さ
い
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
管
理

中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町

０
３-

３
６
６
５-

０
９
４
９

ド)

と
レ
ス
ト
ラ
ン(

銀
座
シ
シ
リ

ア)

が
あ
り
、
店
内
に
は
近
隣
の

子
育
て
世
代
の
方
々
の
影
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
研
究
棟
に
向
か
っ
て

闊
歩
し
て
い
き
、
有
元
史
郎
記
念

館
を
わ
き
目
に
階
段
を
上
が
っ
た

先
に
「
シ
バ
ウ
ラ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

が
あ
り
ま
す
。
人
工

芝
の
上
に
赤
青
黄
色

の
「
サ
ン
ゴ
」
、

「
ソ
フ
ト
ド
ー
ム
」
、

「
オ
モ
チ
」
、
木
製

の
ベ
ン
チ
が
あ
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
利
用

可
能
時
間
は
10-

17

時
。
保
護
者
付
き
添

い
必
須
だ
そ
う
で
す
。

親
子
で
楽
し
む
つ
く
つ
き
グ

ル
メ

佃
２
丁
目

「
南
イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
」

読
者
記
者
ヤ
マ

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
へ
桜
を

見
に
行
く
？
そ
れ
な
ら
、
南

イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
海
に
面
し
、

米
を
主
食
と
す
る
南
イ
ン
ド

料
理
は
、
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
訴
え
て
く
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
イ

ン
ド
各
地
の
料
理
を
取
り
揃

え
て
お
り
、
何
度
行
っ
て
も

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

ス
パ
イ
ス
を
用
い
た
炊
き
込

み
ご
飯
「
ビ
リ
ヤ
ニ
」
は
、

「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
ビ
リ

ヤ
ニ
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
！
」

と
い
う
複
数
の
証
言
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ

や
タ
マ
リ
ン
ド
を
用
い
た
南

イ
ン
ド
の
カ
レ
ー
は
、
爽
や

か
な
ス
パ
イ
ス
の
旨
味
を
感

じ
ま
す
。
辛
い
の
が
苦
手
な

我
が
子
も
お
子
様
セ
ッ
ト
の

「
バ
タ
ー
チ
キ
ン
」
に
目
が

あ
り
ま
せ
ん
。

お
酒
の
種
類
が
多
い
の
も

嬉
し
く
、
イ
ン
ド
ビ
ー
ル

「
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
」

は
勿
論
、
世
界
が
認
め
る

イ
ン
ド
ワ
イ
ン
の
代
表
「
ス

ラ
」
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

南
イ
ン
ド
料
理
を
召
し
上

が
っ
た
こ
と
が
が
な
い
方
は
、

４
月
の
新
た
な
出
会
い
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

南
イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
月
島

店

中
央
区
佃
２-

２-

７
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
21
２
Ｆ

11:

時
〜
15
時

17
時
〜
22
時

日
曜
営
業

無
休

以
前
和
食
屋
だ
っ
た
場
所
。

私
も
先
日
、
コ
ー
シ
ャ
タ
ワ
ー

の
方
た
ち
、
大
人
７
人
で
行

き
ま
し
た
。
お
勧
め
で
す
！

佃
三
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

新
し
い
供
養
の
か
た
ち

手
元
供
養
が
増
え
て
い
ま
す

古
田
店
長
に
聞
き
ま
し
た
。

三
男
坊
の
私
は
実
家
の
お

墓
に
は
入
れ
な
い
し
！
実
家

の
お
墓
が
遠
方
地

で
お
墓
参
り
も
ま

ま
に
な
ら
な
い
。

無
宗
教
で
す
が
故

人
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
い
。
夫
婦
二
人
で
子

ど
も
も
い
な
い
。
こ
ん
な
ご

相
談
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
事
前
に
考
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
ね
。

お
骨
を
入
れ
て
身
に
着
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
遺
骨
ペ

司
法
書
士
の
相
続
コ
ラ
ム
⑪

会
社
を
経

営
し
て
い
る

方
が
亡
く
な

る
と
、
そ
の

会
社
の
「
株
式
」
が
相
続
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
や
預

貯
金
は
財
産
と
し
て
引
き
継
ぎ
、

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か

を
ゆ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
会
社
の
経
営
は
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
。
従
業
員
や

取
引
先
が
い
る
場
合
に
は
、
早

急
に
「
経
営
を
継
続
」
「
廃
業
」

「
Ｍ
＆
Ａ
」
の
い
ず
れ
か
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

後
継
者
が
い
な
い
場
合
、
家

族
が
急
に
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ

と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
Ｍ
＆

Ａ
を
し
て
会
社
を
売
っ
た
り
、

同
業
他
社
に
引
き
継
い
で
も
ら

う
こ
と
が
最
も
多
い
手
段
で
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
税
理
士

や
司
法
書
士
な
ど
の
士
業
、
取

引
の
あ
る
銀
行
、
Ｍ
＆
Ａ
仲
介

な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
司
法
書
士

甲
斐
麻
莉
子
０
７
０-

１
５
２
３-

０
６
１
２

ン
ダ
ン
ト
や
指
輪
」
、

分
骨
し
て
手
元
に
置
く

こ
と
が
で
き
る
「
ミ
ニ

骨
壷
」
、
自
分
だ
け
の

供
養
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ

く
る
「
ミ
ニ
仏
壇
」
な

ど
の
手
元
供
養
は
新
し

い
供
養
の
か
た
ち
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
手
元
供

養
の
ご
相
談
も
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

(

よ
う
へ
い)

は
0.2
cm
で

濃
い
黄
金
色
の
毛
が

密
生
し
、
若
い
枝
に

も
褐
色
の
毛
が
密
生

し
ま
す
。
葉
縁
は
全

縁
で
わ
ず
か
に
波
打

ち
ま
す
。
オ
ガ
タ
マ

ノ
キ
は
長
さ
５
〜
14

cm×

幅
２
〜
３
cm
と

細
長
く
、
葉
縁
は
全
縁
で
波
打

つ
事
は
な
い
よ
う
で
す
。
花
は

ど
ち
ら
も
黄
白
色
が
主
で
、
紫

系
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
枝
に

褐
色
の
毛
が
な
い
事
で
、
生
育

中
の
若
木
で
も
区
別
で
き
ま
す
。

佃
大
橋
南
詰
め
下
に
あ
る
緑

地
に
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ

ラ
タ
ネ
か
否
か
を
観
察
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

３
月
の
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

江
東
区
吉
田
様
、
大

田
区
木
本
様
、
稲
敷
市
津
野
様
、

勝
ど
き
坂
様
、
田
丸
様
、
晴
海
折

原
様
、
松
戸
奥
山
様
、
立
原
様

今
年
よ
り
一
部
地
域
で
、
偶
数

月
号
は
電
子
版
や
設
置
店
の
配
布

に
切
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
紙
面
の
購
読
を
ご
希
望
の

方
は
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ご
登

録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千
円

特

典

新
聞
を
郵
送
や
宅
配
な
ど
で

毎
月
お
届
け
、
つ
く
つ
き
イ
ベ
ン

ト
へ
優
先
ご
案
内
、
ス
マ
ホ
パ
ソ

コ
ン
無
料
相
談
な
ど
。
法
人
会
員

は
一
口
２
万
円
、
Ｐ
Ｒ
記
事
を
年

一
回
掲
載
。

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ツ
ク
ダ
ツ
キ

シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ
イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合10660-44970471

他
金
融

機
関
よ
り

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

9
9
0
0

店
番068

普
通4497047

年
会
費
便
利
な
「
ｓ
ｑ
ｕ

ａ
ｒ
ｅ
」
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
サ
ー
ビ
ス
振
込
手
数
料

は
当
方
持
ち
で
す
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳

（
中
央
）
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

一
言
寸
評
は
読
者
野

原
さ
ん
で
す
。
３
月

の
お
題
は
「
花
見
」
で
す
。

シ
ョ
ッ
ク
で
す

花
見
弁
当

玉
子
消
え

迷
子

ほ
ん
と
に
大
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
今

度
は
何
が
消
え
る
や
ら
。

花
見
よ
り

ま
ず
は
列
な
す

長
命
寺

六
合

長
蛇
の
列
に
並
ん
で
い
ら
れ
る
足

腰
の
強
さ
を
自
慢
で
き
ま
す
ね
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
は
毎
月

１
回
月
初
め
の
土
曜
日
に
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
編
集
部
ま
で
。

つ
く
つ
き
新
聞
設
置
店
が
次
々
と

増
え
て
い
ま
す

２
月
号
か
ら
偶
数
月
号
は
一
部

の
地
域
で
ご
希
望
の
方
に
お
届
け

で
き
る
方
式
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

奇
数
月
号
は
今
ま
で
通
り
宅
配

し
て
ま
い
り
ま
す
。
電
子
版
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
、
紙
面
版
を
ご
希
望

の
方
は
設
置
店
で
の
無
料
配
布
、

郵
送
の
「
年
会
費
２
千
円
個
人
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の
設
置
店
は
？西

仲
通
り
相

田
書
店
さ
ん
で

は
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
あ
り
。
佃
煮
天
安
さ
ん
で

は
、
観
光
客
の
方
も
手

に
取
っ
て
い
ま
す
。。
他

の
設
置
店
は
QR
コ
ー
ド
。

４

最
初
は
読
者
で
川
柳
愛
好
家
の
吉

田
さ
ん
か
ら
の
提
案
企
画
で
し
た
。

佃
島
住
吉
神
社
に
「
五
世
川
柳

水
谷
緑
亭
句
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

「
や
わ
ら
か
で
か
た
く
持
ち
た
し

ひ
と
ご
こ
ろ
」
。
佃
島
の
漁
師
に
育

て
ら
れ
、
そ
の
後
名
主
も
つ
と
め
て
、

五
世
川
柳
を
襲
名
。
私
が
通
っ
て
い

る
川
柳
教
室
の
先
生
「
十
六
代
目
櫻

木
庵
尾
藤
川
柳
」
氏
に
お
願
い
し
て
、

佃
島
を
散
歩
し
て
川
柳
を
勉
強
す
る

会
を
企
画
し
ま
せ
ん
か
？

２
月
19
日
に
40
名
の
参
加
で
開
催

尾
藤
川
柳
先
生
に
講
演
を
快
諾
い

た
だ
き
、
早
速
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
読
者
の
方
が
参

加
い
た
だ
き
、
定
員
を
大
幅
に
超
え

て
午
前
と
午
後
の
部
を
開
催
す
る
程

で
し
た
。
特
に
佃
３
丁
目
町
会
の
皆

さ
ん
に
も
共
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
柳
の
歴
史
か
ら
江
戸
と
佃
島
の

歴
史
が
学
べ
ま
し
た
。
参
加
し
た
郷

土
史
研
究
の
方
や
中
央
区
文
化
財
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
、
私
も
初
め
て
聞
く

話
も
あ
り
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
講

演
を
よ
り
地
域
の
方
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
尾
藤
川
柳
先
生
の
ご
好
意
で

講
演
の
内
容
を
今
月
号
の
特
集
で
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
六
代
目
櫻
木
庵
尾
藤
川
柳

先
生

先
生
は
１
９
６
０

年
東
京
生
ま
れ
。
襲

名
２
０
１
７
年
（
平

成
29
年
）
。
川
柳
発

祥
以
来
２
６
０
年
、

人
々
の
中
に
生
き
た

文
芸
と
し
て
の
川
柳
発
信
を
行
い
な
が

ら
、
川
柳
文
化
の
継
承
活
動
を
推
進
。

祖
父
・
父
と
も
に
川
柳
家
で
川
柳
の
歴

史
的
資
料
を
収
集
保
存
、
講
演
、
講
座
、

教
室
、
著
書
、
公
募
川
柳
選
者
、
フ
ォ

ト
川
柳
展
等
で
川
柳
の
文
化
を
発
信
し

て
い
る
。
女
子
美
術
大
学
特
別
招
聘
教

授
、
早
稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
講
師
、
「
川
柳
は

い
ふ
う
」
主
宰
。

今
回
は
そ
の
貴
重

な
川
柳
の
歴
史
資
料
の
研
究
ノ
ー
ト
か

ら
「
五
世
水
谷
緑
亭
」
を
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
名
「
水
谷
金
蔵
」
天
明
７
年
に
南
茅

場
町
生
れ
、
佃
島
東
町
に
住
む

五
代
目
川
柳
こ
と
水
谷
金
蔵
は
、
明

治
期
の
教
科
書
で
「
立
志
伝
」
中
の
人

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
有
名
人
で
し
た
。

金
蔵
は
、
日
本
橋
の
貧
乏
な
魚
屋
に

生
ま
れ
、
９
歳
で
父
親
と
死
に
別
れ
遠

戚
の
佃
島
漁
師
・
水
谷
太
平
次
に
養
わ

れ
ま
し
た
。
向
学
心
が

あ
り
住
吉
神
社
宮
司
に

就
い
て
諸
事
を
学
び
、

家
業
に
励
み
な
が
ら
努

力
を
重
ね
、
や
が
て
財

を
成
し
“
香
の
図
の
焼

印
”
を
印
と
す
る
御
用

魚
商
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
４
年(

１
８
０

７)

７
月
、
22
歳
の
時
、

養
父
母
へ
の
孝
行
に
よ

り
幕
府
か
ら
白
銀
10
枚
の
褒
賞
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
孝
養
で
二
度
目
の

褒
賞
を
授
か
り
ま
す
。
天
保
13
年(
１

８
４
２)

黒
船
や
飢
饉
な
ど
内
憂
外
患

に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
56
歳
の
時
に
、
島
民

教
化
の
功
で
白
銀
３
枚
を
下
賜
さ
れ
ま

し
た
。
時
の
老
中
の
指
図
の
褒
美
で
し

た
が
、
こ
の
時
「
身
に
あ
ま
る

風
に

ひ
れ
ふ
す

川
柳
」
と
川
柳
で
応
え
た

と
い
い
ま
す
。

金
蔵
と
川
柳
の
出
会
い

北
斎
と
も
！

こ
ん
な
金
蔵
が
、
川
柳
と
出
逢
っ
た

の
は
、
文
化
10
年(

１
８
１
３)

、
27
歳

の
時
で
す
。
「
佃
リ
」
（
た
づ
く
り)

と
い
う
号
は
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の

「
田
作
り
」
を
音
写
し
、
裏
に
佃
島
を

反
映
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

珍
し
い
こ
と
に
、
川
柳
を
始
め
た

「
そ
の
年
」
か
ら
、
評
者(

選
者)

を
も

担
う
ほ
ど
の
力
量
で
し
た
。
句
会
で
は
、

先
輩
と
し
て
、
葛
飾
北
斎(

柳
号
・
万
仁
、

卍
ほ
か)

や
四
代
目
川
柳
と
な
る
人
見
周

助(

柳
号
・
眠
亭
賤
丸)

、
後
輩
と
し
て

は
、
柳
亭
種
彦(

柳
号
・
木
卯)

な
ど
と

出
会
い
、
交
友
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

四
世
川
柳
か
ら
「
佃
リ
」
五
世
川
柳
へ

文
政
７
年
、
い
よ
い
よ
時
代
は
、
四

世
川
柳
の
「
川
柳
中
興
」
と
い
う
華
や

か
な
川
柳
界
に
突
入
し
ま
す
。
四
世
は
、

八
丁
堀
同
心
と
い
う
職
業
柄
も
あ
り
、

広
く
江
戸
の
名
士
、
文
化
人
と
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
前
の
文
政
４
年

に
現
れ
た
木
卯
こ
と
柳
亭
種
彦
も
有
力

者
で
、
佃
リ
と
と
も
に
四
世
時
代
の
副

評
格(

宗
家
川
柳
の
立
評
に
対
し
そ
れ
に

次
ぐ
選
者
の
立
場)

と
し
て
活
躍
、
こ
の

三
人
は
極
め
て
仲
の
良
い
柳
人
仲
間
と

し
て
影
響
し
合
い
ま
す
。

世
が
安
定
し
華
や
か
だ
っ
た
文
化
文

政
期
か
ら
天
保
と
年
号
が
変
わ
る
と
、

い
よ
い
よ
世
の
中
が
音
を
立
て
て
動
き

始
め
ま
す
。
内
外
共
に
動
乱
の
時
期
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
期
に
公

職
に
あ
っ
た
四
世
川
柳
は
、
奉
行
か
ら

川
柳
の
宗
匠
を
取
る
か
同
心
の
株
を
取

る
か
を
迫
ら
れ
、
結
局
川
柳
を
隠
退
、

同
心
と
し
て
の
職
務
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

天
保
８
年
10
月
の
こ
と
で
し
た
。
翌

11
月
、
四
世
か
ら
川
柳
号
と
宗
家
家
什

を
譲
ら
れ
て
五
世
川
柳
を
嗣
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
「
佃
リ
」

そ
の
人
で
し
た
。
社
会
的
人
望
が
あ
り
、

ま
た
、
副
評
格
と
し
て
俳
風
狂
句
界
に

存
在
の
大
き
か
っ
た
佃
リ
が
嗣
ぐ
こ
と

は
、
自
他
と
も
に
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。

宗
匠
と
し
て
の
別
号
を
「
緑
亭
」
と

名
乗
り
ま
し
た
。
後
に
「
風
叟
」
と
も

い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
緑
亭
は
、
や

が
て
川
柳
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
後
、
天
保
の
改
革
に

合
わ
せ
て
「
句
案
十
体
」
「
柳
風
式
法
」

を
作
り
川
柳
界
を
統
率
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
川
柳
の
在
り
方
を
示
し
、
幕
府
の

意
向
に
合
わ
せ
て
、
川
柳
と
言
う
存
在

を
取
り
潰
し
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
し
た

物
で
し
た
。

こ
の
水
谷
金
蔵
、
五

世
川
柳
水
谷
緑
亭
の
話

は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

５
月
号
以
降
に
川
柳
コ

ラ
ム
と
し
て
継
続
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

調
剤
薬
局

フ
レ
ン
ド
通
信

薬
剤
師
本
橋
さ
ん
の
コ

ラ
ム月

島
一
丁
目
の
フ
レ
ン

ド
薬
局
に
は
つ
く
つ
き
新

聞
や
地
域
雑
誌
「
佃
・
月
島
」
が
設

置
し
て
あ
り
、
地
域
の
方
と
の
繋
が

り
が
強
い
調
剤
薬
局
で
す
。

本
橋
さ
ん
は
「
フ
レ
ン
ド
薬
局
通

信
」
と
い
う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
紙
面
に
は
情
報
量

が
多
く
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
つ
く
つ

き
Ｈ
Ｐ
に
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
。
詳
し
い
興
味
深
い
健
康
情
報
が

ご
覧
頂
け
ま
す
。
右
上
の
QR
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
月
は
「
内

蔵
脂
肪
を
減
ら
す
」
「
帯
状
疱
疹
」

「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
」

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
処
方
箋

受
付

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
で

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
ケ
ア
（
株
）

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
２
施

設
運
営
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
は

小
名
木
川
が
流
れ
、
江
戸
時
代
の

紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
屋
敷
跡
と

い
わ
れ
て
い

る
清
澄
庭
園

も
徒
歩
圏
内

で
す
。

有
料
老
人

ホ
ー
ム
ロ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ

ン
で
は
ご
入

居
者
様
向
け

に
い
き
い
き

体
操
教
室
が
あ
り
ま
す
。

“
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
”
楽
し
く

生
活
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

講
師
を
お
招
き
し
、
ヨ
ガ
の
手
法

を
取
り
入
れ
、
椅
子
に
座
ら
れ
、
無

理
な
く
身
体
を
動
か
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
し
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で
終
了
致

し
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
で
の
生
活
は

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
尊
重
し
個
性
を

活
か
せ
る
環
境
が
と
て
も
大
事
と
い

え
ま
す
。

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
入
居

相
談
室
０
１
２
０-

８
８

２-

２
３
６

江
東
区
平

野
１
の
２
の
２
０

つ
く
つ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
式
ラ
イ
ン

運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
紙
面
と
同
時
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
発
信
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
編
集
長
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
編
集
が
主
と
な
り
ま
す
。

経
験
が
な
い
方
で
も
編
集
長
の

指
導
付
き
で
安
心
で
す
。
勉
強

に
な
り
ま
す
よ
！
編
集
部
ま
で
。

今
年
は
つ
い
に
待
望
の
開
催
へ

３
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
住
吉

神
社
の
例
大
祭
で
す
が
、
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
こ

の
間
に
地
域
に
転
居
な
さ
っ
た

方
も
多
く
、
初
め
て
祭
り
を
見

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

つ
く
つ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

前
回
平
成
30
年
の
例
大
祭
を
中

心
に
「
お
祭
り
を
楽

し
む
基
礎
知
識
講
座
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
に
し
っ
か

り
勉
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


